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佐倉らしい景観を共有し、伝える 
 

一人ひとりの創意工夫の積み重ねが調和し、つながりやま

とまりを持ちながら、固有の佐倉らしい景観となっていくよ

う、市民・事業者・行政が佐倉らしい景観を共有し、伝える

ための方策について示しています。 
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１．景観への認識を共有する 

 

景観は一人ひとりの創意工夫による活動の積み重ねによって形成されるものであ

るとともに、それらが調和し、つながりやまとまりを持つことで、地域らしさや佐倉

らしさといった固有の魅力ある景観となっていきます。 

そのためには、市民・事業者・行政がそれぞれ景観への意識を高めつつ、佐倉の景

観の現状認識を共有し、景観に対する考え方の幅や共通点などを理解し合う取組みが

必要となります。 

そのために、まずは景観に親しむことから、さらに景観について学び、課題や解決

策などを考えるプログラムを検討し、景観関連イベントや情報発信などの施策展開を

図ります。 

 
 

図 景観への認識を共有するための施策展開のイメージ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域の成り立ちや景観の魅

力（景観資源や眺望点等）、

課題などを調べる。 

景観を学ぶ 

佐倉の景観や 

施策を調べる 

 

 

 

景観を考える 

話し合う 

 

 

 

●特定のテーマや地域を題材

とし、景観についての話し合

いの場を設ける。 

 

 

 

景観イベント（景

観ウォッチン

グ・まち歩き） 

 

 

景観講座、HP から

の情報発信など 

 

 

景観タウンミー

ティングなど 
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形
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●日常的に利用される駅前や、

景観拠点となる地区、旧街

道、地域に親しまれている散

歩道などを実際に歩いて体

感する。 

 

景観に親しむ 

魅力に触れる 

 

方法 施策の展開イメージ 連携 
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２．優れた景観や取組みを掘り起こし、共有する 

１）景観まちづくり表彰 

景観まちづくりに寄与している建築物や景観まちづくりのための活動などに対し

て表彰を行い、個人や団体による意欲的な景観形成の気運を高めていくとともに、資

源や活動の周知を図るため、以下の観点から、景観まちづくり表彰を実施します。 

 

・平成２５年度に実施した「さくらの景観まちづくり賞」を継承し、表彰制度とし

て継続的に実施することで、優れた景観まちづくりの輪を広げていきます。 

・表彰のテーマと合わせた情報交流の場を設けるなど、波及効果の高い事業実施を

検討します。 

 

 

２）景観資源に関する普及啓発（「佐倉景観１００選」等） 

佐倉らしさや地域らしさを感じさせてくれる景観を掘り起こし、特に優れた特色や

魅力を備えた景観を市民共有の財産として次世代に引き継いでいくため、以下の観点

から、「佐倉景観１００選」など、景観資源に関する普及啓発の取組みを実施します。 

 

・眺望や田園・里山、水辺、まち並みや歴史的建造物などの景観資源のうち、佐倉

の魅力として市内外に発信したり、次世代に伝えていきたいものを選定し、「佐倉

景観１００選」として位置づけます。 

・市民の視点を中心としつつ、専門家や市外の人など様々な視点を取り入れ、それ

らの景観について、魅力や今後への期待などについて考える機会ともなるような

募集・選定のプログラムを検討します。 

・選定した景観資源については、ガイドマップやツアーの開催などにより、広く周

知を図ります。 
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３．景観に関わる情報交流の促進 

 

市民や事業者の方の景観への関心を喚起し、取り組みたいことを発見する場を提供

するため、以下の観点から、景観フォーラムなどの景観に関わる情報交流の場づくり

を検討します。 

 

・景観写真展や、景観形成活動のパネル展など、佐倉の景観や、景観まちづくりの

取組みについて広く発信する場や機会を創出します。 

・佐倉市においてその時に取り組まれている景観の施策や、市民・事業者の景観形

成活動などをテーマとして、外部専門家の講義、市民活動団体の情報発信、市民

同士のトークセッションなどを通じて、市民と行政、外部の専門家などが学びな

がら交流・意見交換を行う場や機会を創出します。 

・将来的には、市民や事業者も企画運営に参画するなど、協働事業としての発展形

も想定します。 

 

図 景観に関わる情報交流の場づくりのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の景観施策の取組
み状況 

情報交流の場 

景観形成に参考とな
る専門的な知見 

継続的な開催により 

景観形成団体等の 
活動状況 

景観に関する情報の広がり 

景観形成に関する意識・発意の高揚 

景観形成への共有認識の醸成 

・景観まちづくり表彰 
・講演会、パネルディスカッション 
・意見交換会 
・展示・映像・レポート等の情報コー  
ナー設置 

・アンケート 等 

（景観フォーラム等） 

佐倉の景観に 
関する市民等の思い 

市民等 市民等 

専門家 行政 


